
札幌国際情報高校 男子 ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ 部 

Sapporo Intercultural & Technological 

Men’s Basketball Team 

Blue Oceans 
札幌国際情報高校のスクールカラーは「ロイヤルブルー」。郷土北海道の広大な大地と豊かな自

然を象徴するとともに、この大地の恵みに感謝しつつ、おおらかで広い心を持ち、学校生活を通し

て個性の伸長を図り、人間としての在り方、生き方を真摯に探求する誠実さ、若人らしい清純さを

イメージさせる「ロイヤルブルー」です。

北海道の「ロイヤルブルー」の象徴である広大な「海」と、ビジネス用語で使われる「ブルーオ

ーシャン戦略：従来存在しなかった全く新しい市場を生み出すこと」の概念から、誰も考えつかな

かった新しい時代の部活動の取り組みとチーム創りによって、「全国大会出場」を目指すという意

味で「Blue Oceans」と命名。新しい時代に伴った選手一人一人の自由で主体的な発想とアイディア

によって、成功するチームを創る。札幌国際情報高校は、北海道バスケットボール界のブルーオー

シャンを目指します。

部訓は「青海に立て」。発展する２１世紀において、国際化、情報化、技術革新及びサービス経

済化などの社会・経済・科学技術の進展に対応するとともに、個性と創造性を伸ばし、北海道はも

とより国際社会の発展に積極的に貢献する心豊かで心身ともに逞しい人材に成長してほしいという

願いを込めています。 

★ Goal ★

☆ 文武両道！！

※ 勉学と進路実現（大学進学後のプロも含む）が最優先！

※ バスケットボールは唯一！ 全国の舞台で活躍する！

中学生の皆さんも、道内唯一の学科集合型（４大学科：普通科２クラス、国際文化科２クラス、

理数工学科１クラス、グローバルビジネス科３クラス）の札幌国際情報高校で、将来の進路実現と

バスケットボールの夢を実現しよう。夢、募集中です！！ 

目標に向けた行動の原動力は、志と野心である。夢と覚悟がその日の努力を支配する。新しい時

代の部活動の取り組みとチーム創りによって、北海道に新しい歴史を築こう！！ 



★ Practice Schedule ★

☆ 練習は選択制（週３～６日）

※自分の目標と体力、進路実現と両立して、「週６日、週５日、週４日、週３日」等、練習日を選択

できます。例えば、「週６日は練習したい」という選手には、金曜日に校外の体育館で練習できる

環境を整えています。あるいは、「勉強と部活動の両立が心配」「体力面、技術面が心配」等とい

う選手は、「週３日」の練習を選択できます。

☆１・２年生は、１年間に有休を５日間、取れます（※欠席理由は問いません。ただし、大会及び

大会前、練習試合の日は不可。基本的に、事前に要相談です）。

☆マネージャーの練習参加は、基本的に自由参加です。

月曜日（６時間授業） 

１６：００～１９：００ 

火曜日（７時間授業：３年生の７時間目は進学講習） 

ＯＦＦ（※勉学に専念） 

水曜日（６時間授業） 

１６：００～１９：００（トレーニング１時間３０分、体育館１時間３０分） 

または 

１８：３０～２０：３０（北海道大学医学部男子バスケットボール部との合同練習及び練

習試合：北海道大学近郊の小中学校の学校開放） 

木曜日（７時間授業：３年生の７時間目は進学講習） 

１７：００～１９：００ 

金曜日（６時間授業） 

校外の体育館で練習、またはＯＦＦ（※勉学に専念）、または Training 等 

土曜日・日曜日 

夏期間： ７：３０～１０：３０ または、１５：３０～１８：３０ 

冬期間： ７：３０～ ９：３０ または、１２：００～１５：００ 

※朝練習（シューティング等。月･火･水･金 ７：３０～８：１５）は、任意参加です。

※「２年次の新人大会後に引退して、受験勉強に専念する」「（進路実現が最優先で）３年次のウイ

ンターカップに出場する」等も選択できます。

※各制度等、練習体制については、選手たちと話し合いながら、決めていきます。

※厳しいだけの練習では、時代遅れであり、新しい時代からは、取り残されてしまうと考えていま

す。選手たちが主体性を持って取り組む新しい時代の部活動の取り組みとチーム創りを根幹に、

時には適切に厳しく指導し、適切に厳しいトレーニングに励ませ、唯一無二のブルーオーシャン

を目指すことが、札幌国際情報高校の使命だと認識するとともに、自分たちの取り組みが、北海

道の高校バスケットボール界の発展につながると認識しています。



★ Year Schedule ★
４月 札幌地区春季大会 リーグ戦 

５月 札幌地区春季大会 決勝トーナメント戦 

インターハイ札幌地区予選会

６月 （インターハイ北海道予選会）

７月 （インターハイ全国大会）

８月 夏遠征 

９月 ウインターカップ札幌地区予選会

１０月 新人大会札幌地区予選会 リーグ戦 

１１月 新人大会札幌地区予選会 決勝トーナメント戦 

（ウインターカップ北海道予選会）

１２月 （ウインターカップ全国大会）

冬遠征 

１月 

２月 （新人大会北海道大会） 

３月 春遠征 

★ 令和５年度 新入部員（選手１６名） ★

☆普通科（選手６名）

小林 快盛 １７４㎝ 東月寒中    臼渕 唯人 １７３㎝ 西岡北中  

阿部 開太 １６９㎝ 北辰中   佐藤 奏月 １６９㎝ 花川南中 

片野 啓翔 １７５㎝ 花川南中 柴田  駈 １６３㎝ あいの里東中 

菅野 冴佳（マネージャー） 

☆国際文化科（選手２名）

佐藤 獅旺 １８１㎝ 屯田北中    麓  悠真 １６３㎝ 樽川中 

望月 音羽（マネージャー） 

☆理数工学科（選手６名）

千葉 健介 １７４㎝ 西野中 木村 太耀 １７４㎝ 啓明中

桒原  慧 １６７㎝ 北辰中 米山  憂 １６７㎝ 樽川中

守矢 啓将 １５８㎝ 静内第三中 中田 統也 １７０㎝ 手稲中 

赤石 帆香（マネージャー） 

☆グローバルビジネス科（選手２名）

相場 陽斗 １８１㎝ 米里中 石原 栄利 １６５㎝ 発寒中



★ 男子 ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ 部 近年の進学先 ★  

☆国公立大学 

・札幌医科大学（医学部・保健医療学部）   ・北海道大学（水産学部 他） 

・小樽商科大学（商学科）          ・北海道教育大学（札幌校・旭川校） 

・室蘭工業大学（理工学部）         ・弘前大学（人文社会学部） 

・都留文科大学（文学部国際教養学科）    ・北九州市立大学（外国語学部）  

・埼玉大学（工学部） 他 

 

☆私立大学 

 ・法政大学（経済学部）  

 ・オーストラリア（大学留学）  

・台湾（大学留学） 他 

 

★ 顧問（森 河 浩）★  

昭和６２年度    北海道北広島高等学校 卒業 

平成 ４年度    北海道教育大学釧路校 卒業 

平成 ５～６年度  札幌大学男子バスケットボール部 アシスタントコーチ 

平成 ７～１４年度 北海道湧別高等学校（北見管内）赴任（男女バスケットボール部）※８年間 

※平成 ８年度 アメリカ研修（Loyola Marymount University） 

※平成 ９年度 アメリカ研修（Arizona University） 

※平成１４年度 韓国研修（韓国国民銀行女子バスケットボール部） 

平成１５年度    北海道大麻高等学校 赴任 ※５年間 

※平成１５年度     男子バスケットボール部 

※平成１６～１９年度  女子バスケットボール部 

平成２０年度    北海道恵庭南高等学校 赴任（男子バスケットボール部）※１４年間 

令和 ４年度    北海道札幌国際情報高等学校 赴任（男子バスケットボール部）※２年目  


